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研究実績 

の概要 

【目的】本件では、新たな咀嚼時の下顎運動で判定するための方法として、被験者に対し

て低侵襲で、センサの取付が容易な計測法とそのシステム化について取り組む。咀嚼時の

下顎運動を計測するためのセンサとして圧電素子を使用する。圧電素子の設置は、オトガ

イ部か側頭部のいずれかとして、実験的に決める。本方法の独自性を明らかにするために、

圧電素子をオトガイ部または側頭部に取り付け、咀嚼に伴う下顎または咬合筋のある皮膚

付近の振動を計測するとともに、従来咀嚼時における咬筋の筋電図を計測し、咀嚼時間と

咀嚼回数を比較することで、本件の新規性・有用性を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 計測システム 

 

【計測システム】圧電素子を使用した新しい咀嚼計測法の有用性を検証するために、図1

で示す従来咀嚼の間接測定に使用されている筋電計と同時に計測する。とともに、被験者

が申告した咀嚼回数を真値として比較した。圧電素子の出力はアナログ信号のため、デー

タロガで記録する。一方、筋電計の出力はディジタル信号のため、直接パーソナルコンピ

ュータに記録する。計測結果をパーソナルコンピュータに取り込んだ後、咀嚼時間と咀嚼

回数を比較した。被験者は 20代学生、咀嚼用試料は日本補綴歯科学会の「咀嚼障害評価

法のガイドライン ―主として咀嚼能力検査法―」で記されているチューイングガムを用

いた。また、真値を被験者がカウントしたガムの咀嚼回数とし、相対誤差を求めた。 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

【結果】結果の一例として、被験者がガムを40回咀嚼したときの計測結果を図 2に示す。

咀嚼回数について、相対誤差は圧電素子で 0.0～9.5％、筋電センサで 0.0～5.3％の範囲

で、25試行での平均は、圧電素子で2.0％程度、筋電センサで 1.0％程度であった。咀嚼

時間について、咀嚼回数の相対誤差は 3%程度であった． 

 

図 2 被験者がガムを40回咀嚼したときの計測結果 

【今後の課題】 

・信号増幅回路の追加 

・異なる噛み応えの咀嚼試料による実験と解析 
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